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第５ 研究の成果と今後の方向性 

１ 研究の成果 

(1) 一人一人の自尊感情の傾向を把握するための方法の提示 

自己評価を行うことが難しい子供の自尊感情の傾向を把握する方法として「他者評価シー

ト」を開発し、それらを用いることで、全ての子供の自尊感情や自己肯定感の傾向を把握する

ことができるようになった。 

(2) 教育活動全体を通して自尊感情を高めるための取組を意図的・計画的・組織的に推進する 

ための方法の提示 

職層に応じた役割分担、自尊感情や自己肯定感を高めるための校内組織づくり、研修の

在り方等を提案するとともに、授業改善を目指した実践事例を提案することができた。 

(3) 自尊感情や自己肯定感を高めるための教育の推進に活用できる指導資料の開発 

自尊感情や自己肯定感に関する研究・研修や教育活動を推進する際に活用できる実践的な資料

（「子供の自尊感情や自己肯定感を高める指導資料」【発展編】）を開発し、学校が家庭や地域

と連携した教育活動等に活用できるようにした。 

２ 今後の方向性 

次年度は、５カ年計画で行ってきた本研究の最終年度となる。よって、これまでの研究成果

の一層の活用と普及・啓発を図るために、次の３点について取り組む。 

(1) 「自尊感情や自己肯定感を高めるための教育」推進校・園の指定を６校・１園に規模を拡

大し、推進校・園を拠点とした子供の自尊感情や自己肯定感を高めるための教育活動を推進

するとともに、開発したシートの有効性を検証する。 

(2) 「子供の自尊感情や自己肯定感を高めるための教育フォーラム」（仮称）を開催し、学

校・家庭・地域が一体となった自尊感情や自己肯定感を高めるための具体的な方策を提言す

るなど、研究成果を広く都民に周知する。また、教員や保護者等が活用できる資料を作成し、

学校等に配布する。 

(3) 平成 22・23 年度に作成した指導資料（基礎編・発展編）を活用した教員研修等を充実さ

せ、研究成果の普及・啓発を行う。 

 
○ 参考資料・文献 

・幼稚園教育要領解説 文部科学省 平成 20 年３月告示、小学校学習指導要領 文部科学
省 平成 20 年３月告示、中学校学習指導要領 文部科学省 平成 20 年３月告示、高等学
校学習指導要領 文部科学省 平成 21 年３月告示、特別支援学校幼稚園教育要領・小学
部・中学部学習指導要領・高等学校学習指導要領 文部科学省 平成 21 年３月告示 

・「生徒指導体制の在り方について調査研究」報告書－規範意識の醸成を目指して－  
国立教育政策研究所生徒指導研究センター 平成 18 年５月 

・生徒指導資料第 3 集 規範意識をはぐくむ生徒指導体制－小学校・中学校・高等学校の実
践事例 22 から学ぶ－ 国立教育政策研究所 生活指導センター 平成 22 年３月 

・ＣＳ研レポート Vol.55 教科教育研究所編 啓林館 平成 17 年６月 収録 国立教育政
策研究所 総括研究官 滝 充 「規範意識の形成と教師の指導力」 

・個人志向性・社会志向性から見た人格形成に関する一研究 伊藤美奈子著 北大路書房  
平成９年３月 

・自己意識の心理学 梶田叡一著 東京大学出版会 昭和 63 年２月 
・セルフエスティームの心理学 自己価値の探究 遠藤辰雄・蘭千尋・井上祥治著  

平成４年６月 
・高校生の心と体の健康に関する調査 報告書 日本・米国・中国・韓国の比較 

財団法人 一ツ橋文芸教育振興会  財団法人 日本青少年研究所 平成 23 年３月 
他各種研究資料 
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１ 研究の成果 
(1) 教科の特性に応じた言語活動の在り方や指導の工夫を示した「言語活動シート」の開発 
(2) 調査委員との連携による「言語活動シート」を活用した指導事例の作成 
２ 研究成果の活用 
(1) パンフレット「言語活動の充実に向けて」の作成及び区市町村教育委員会及び都内公立小中学校へ
の配布 

(2)「言語活動シート」、指導事例及びパンフレットの活用により、各教科における授業改善を推進 

＜研究の成果と活用＞
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研究成果の活用 
パンフレット「言語活動の充実に向けて～教科の特性を生かした言語活動と指導計画～」の作成及び都

内公立小中学校への配布 

   教科等共通の言語活動の在り方 

～

 

２     教科の特性に応じた言語活動（９教科）  

開発研究・検証 

◎ 教科の特性に応じた言語活動の在り方の 

明確化 

 

・  効果的な言語活動の位置付け方や指導 

の工夫を示した「言語活動シート」の開発 

・  「言語活動シート」を活用した指導事例の 

作成 

 

 

 

 

 

 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

言語活動の充実に関する研究 

目指す児童・生徒像 
国語科で身に付けた技能を基に、習得した教科等の知識・技能を活用し、よく考え、判断して、 

自分の言葉で表現できる児童・生徒

研究のねらい  
教科等の目標を実現するための言語活動を効果的に位置付けた指導の在り方の開発

研究仮説
教科等の特性に応じた学習活動や他者と伝え合う活動を、言語活動として、意図的・計画的 

に単元（題材）の指導計画や１単位時間に設定すれば、よく考え、判断して、自分の言葉で表現
できる児童・生徒が育つであろう。 

研究の背景（○社会における背景 ●学校における背景）

○知識基盤社会等に伴う生きる力の育成の重視 
○思考力・判断力等が十分でない（各種学力調査） 
○学力の三つの要素の規定（学校教育法第 30 条） 
○各教科等における言語活動の充実（学習指導要領） 
●言語活動は授業で従来から取り入れられている。 
●言語活動の充実を図るための方策は十分ではない。

関連施策等（◇文部科学省の施策 ◆東京都の施策）
◇言語能力育成協力者会議
◇言語活動の充実に関する指導事例集
（小学校版及び中学校版）

◆児童・生徒の学力向上を図るための調査
◆第二次東京都子供読書推進計画（第一次及び第二次）
◆言語能力向上推進事業（平成 23年度から）

第１ 研究の概要 

言語活動の充実を目指した校内研修の取組

例の提示 

調査研究 

◎ 公立中学校における言語活動の充実に関す

る実態の把握及び指導上の課題の明確化 

・ 生徒：言語活動に関する意識 

・ 教員：教科における言語活動についての取組の実態 

基礎研究 

◎ 「言語活動としての要素」及び「言語活 

 動を支える基盤」の再分析 

・ 先行文献に基づく分析 

・ 授業観察（東京教師道場助言者等による 

授業）に基づく分析 

 

研究成果の普及 

○ パンフレット「言語活動の充実に向けて

こうすればできる！言語活動を位置付けた授業改善～」の 

作成と都内公立小学校全教員への配布 

○ 都教委訪問モデルプラン「言語活動の充

実に向けて」の実施

研究の課題 

○ 他の校種における、言語活動の充実を
図るための指導の在り方や、組織的な取
組について明らかにする。

研究の成果 
○ 公立小学校における言語活動の充実に関 
する実態の把握及び指導上の課題の明確化 

○ 「言語活動としての要素」「言語活動を支
える基盤」の開発 

○ 効果的な言語活動の在り方の構造化 
○ 単元（題材）の指導計画及び１単位時間
への「要素」「基盤」の効果的な位置付け方
の例示 

○ 「言語活動関連一覧」（以下「一覧」と表
記。）の開発 

○ 「一覧」を活用した単元（題材）の指導
計画例の提示 

○ 「一覧」を活用した１単位時間の学習指
導例の提示

○ 言語活動の組織的な取組例の提示 

１年次 ２年次

調査委員（公立中学校教員）との連携 
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研究成果の活用 
パンフレット「言語活動の充実に向けて～教科の特性を生かした言語活動と指導計画～」の作成及び都

内公立小中学校への配布 

   教科等共通の言語活動の在り方 

～

 

２     教科の特性に応じた言語活動（９教科）  

開発研究・検証 

◎ 教科の特性に応じた言語活動の在り方の 

明確化 

 

・  効果的な言語活動の位置付け方や指導 

の工夫を示した「言語活動シート」の開発 

・  「言語活動シート」を活用した指導事例の 

作成 

 

 

 

 

 

 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

言語活動の充実に関する研究 

目指す児童・生徒像 
国語科で身に付けた技能を基に、習得した教科等の知識・技能を活用し、よく考え、判断して、 

自分の言葉で表現できる児童・生徒

研究のねらい  
教科等の目標を実現するための言語活動を効果的に位置付けた指導の在り方の開発

研究仮説
教科等の特性に応じた学習活動や他者と伝え合う活動を、言語活動として、意図的・計画的 

に単元（題材）の指導計画や１単位時間に設定すれば、よく考え、判断して、自分の言葉で表現
できる児童・生徒が育つであろう。 

研究の背景（○社会における背景 ●学校における背景）

○知識基盤社会等に伴う生きる力の育成の重視 
○思考力・判断力等が十分でない（各種学力調査） 
○学力の三つの要素の規定（学校教育法第 30 条） 
○各教科等における言語活動の充実（学習指導要領） 
●言語活動は授業で従来から取り入れられている。 
●言語活動の充実を図るための方策は十分ではない。

関連施策等（◇文部科学省の施策 ◆東京都の施策）
◇言語能力育成協力者会議
◇言語活動の充実に関する指導事例集
（小学校版及び中学校版）

◆児童・生徒の学力向上を図るための調査
◆第二次東京都子供読書推進計画（第一次及び第二次）
◆言語能力向上推進事業（平成 23年度から）

第１ 研究の概要 

言語活動の充実を目指した校内研修の取組

例の提示 

調査研究 

◎ 公立中学校における言語活動の充実に関す

る実態の把握及び指導上の課題の明確化 

・ 生徒：言語活動に関する意識 

・ 教員：教科における言語活動についての取組の実態 

基礎研究 

◎ 「言語活動としての要素」及び「言語活 

 動を支える基盤」の再分析 

・ 先行文献に基づく分析 

・ 授業観察（東京教師道場助言者等による 

授業）に基づく分析 

 

研究成果の普及 

○ パンフレット「言語活動の充実に向けて

こうすればできる！言語活動を位置付けた授業改善～」の 

作成と都内公立小学校全教員への配布 

○ 都教委訪問モデルプラン「言語活動の充

実に向けて」の実施

研究の課題 

○ 他の校種における、言語活動の充実を
図るための指導の在り方や、組織的な取
組について明らかにする。

研究の成果 
○ 公立小学校における言語活動の充実に関 
する実態の把握及び指導上の課題の明確化 

○ 「言語活動としての要素」「言語活動を支
える基盤」の開発 

○ 効果的な言語活動の在り方の構造化 
○ 単元（題材）の指導計画及び１単位時間
への「要素」「基盤」の効果的な位置付け方
の例示 

○ 「言語活動関連一覧」（以下「一覧」と表
記。）の開発 

○ 「一覧」を活用した単元（題材）の指導
計画例の提示 

○ 「一覧」を活用した１単位時間の学習指
導例の提示

○ 言語活動の組織的な取組例の提示 

１年次 ２年次

調査委員（公立中学校教員）との連携 
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言語活動を支える基盤とは 
【基本的事項の理解】 
○ 学習内容の基本的事項を理解する。 
○ 各教科等に必要な用語や記号及び表現を理解する。 

【学習情報の獲得】 
○ 体験などを含めた広い意味での「教材」から情報を得る。 

によって、「要素Ⅱ 伝え合い」を効果的に行うことができる。 

イ 「要素Ⅱ 伝え合い」の再分析 

「要素Ⅱ 伝え合い」は、他者との伝え合いを通して、多様なものの見方や考え方に触れる活動で

ある。 

伝え合いを通して様々な人々の考えを知ることにより、自分の学びからは気付かなかった情報を得

ることができる。また、同じ事柄であっても、感じ方や考え方はその人の捉え方によって異なる場合

があり、そのことに気付くことによって自分の考えを広げ、深めることができる。 

例えば、国語科では、場面の情景や登場人物の会話から、「要素Ⅰ 自己の思考」で自分が想像し

た登場人物の気持ちを他者と伝え合うことにより、物語のイメージを膨らませることができ、算数・

数学科では、答えの導き方をグループや学級で説明し合うことにより様々な解決方法を知ることがで

きると考える。 

教師は、児童・生徒が自分の考えを明確にもちながらも、友達の考えを聞き、受け入れ、様々な気
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礎的・基本的な知識」と「相手に分かりやすく説明するために必要な方法」を習得させる必要があるこ
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ア 「基本的事項の理解」の再分析 

「基本的事項の理解」は、言語活動を行う際の前提となる学習内容の基本的事項を理解したり、各

教科等に必要な用語や記号及び表現を理解したりすることである。 
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学習内容の基本的事項とは、学習指導要領解説に示されている教科の内容の中で、主に教師が教え

る新たな知識を指す。教科に必要な用語や記号及び表現とは、各学年で習得する必要があるものとし

て教科の学習指導要領解説に示されている用語や記号及び表現のことである。そして、それらを活用

した表現方法を理解することが、言語活動を行う際の前提となる。 

例えば、理科で実験を伴う学習では、まず、実験器具の名称やその使い方などを正しく理解するこ

とが学習を行う前提となる。また、社会科では「『我が国は北半球にあり、ユーラシア大陸の東方に

位置し、太平洋と日本海などに囲まれている』（中略）などのように、我が国の位置を世界の広がり

の中でとらえ、言い表すことができるようにすることが大切である。」（小学校学習指導要領解説社

会編 平成20年８月）とあるように、教科において各学年で習得する用語を用いて、自分の考えを表

現することが必要となる。 

教師は、単元や１単位時間を通して、児童・生徒にどのような力を身に付けさせるのか、教科及び

単元（題材）の目標や授業のねらいを明確にし、習得させるべき基本的事項を確実に理解させること

が必要である。 

イ 「学習情報の獲得」の再分析 

「学習情報の獲得」は、体験などを含めた広い意味での「教材」から情報を得ることである。例え

ば、観察や実験、調査、見学をしたり、資料を読み取ったりして学習情報を収集することである。 

また、「学習情報の獲得」には、前時の学習内容を活用し、そこから学習情報を得ることも含まれ

ている。 

例えば、前時までのノートやワークシート、教科書などを読み返して、これまでの学習内容や考え

方を活用して考えたり伝え合ったりすることが挙げられる。 

教師は、観察や実験及び体験等の学習活動を、指導計画に意図的に位置付け、児童・生徒が主体的

に学習情報を獲得できるようにする必要がある。また、毎時間の学習内容を、学習履歴としてノート

等に蓄積させ、効果的に活用できるようにするとともに、既習内容の活用を促す指導を行う必要があ

る。 

(3) 「言語活動としての要素」及び「言語活動を支える基盤」の位置付け 

２年次の研究においても、「言語活動としての要素」及び「言語活動を支える基盤」はそれぞれが独

立し、一方のみが重点的に指導されるのではなく、双方が一体となって学習活動を展開するものと捉え

た。また、教師の指導においては、自分の言葉で表現できる児童の育成を目指し、「言語活動としての

要素」及び「言語活動を支える基盤」を教科の目標や授業のねらいを実現するための手だてとしていく

ことを確認した（図１参照）。 

さらに、東京教師道場助言者等による授業の観察を行い、それらの授業記録を基に「言語活動として

の要素」及び「言語活動を支える基盤」の位置付けについて検証を行った。その結果、次の２点につい

て明確にすることができた。 

ア 「言語活動としての要素」と「言語活動を支える基盤」との関連 

「言語活動を支える基盤」は、それぞれの「言語活動としての要素」を位置付けるのに必要な知識

や技能、学習情報等を指す。「言語活動としての要素」に対応した「言語活動を支える基盤」が何か

を把握することで、生徒の学習状況に応じて、基本的事項を指導する、既習事項を想起させる、既習
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事項の活用を促す、資料や体験等から学習情報を獲得させるといった意図的・計画的な指導の工夫が

可能になる。このことにより、「言語活動としての要素」をより効果的に実施することができる。 

例えば、「要素Ⅰ 自己の思考」として、児童・生徒が「根拠のある自分の考え」をもつためには、

実験、観察、調査、見学、資料等で学習情報を獲得したり、既習内容を想起したりすることが必要に

なる。また、自分の考えを、自分の言葉で適切に表現するためには、学習指導要領解説に示された用

語等の基本的事項を習得することが必要になる。 

イ 「言語活動としての要素」の位置付け方 

「言語活動としての要素」は、単元（題材）の指導計画全体にわたって要素Ⅰ、Ⅱ、Ⅲを位置付け

る必要があると考える。また、指導計画に要素を位置付ける際は、教科・単元（題材）の目標の実現

のために効果的な言語活動として、重点的に位置付けることが必要である。 

また、１単位時間の授業においては、前時までの学習内容を踏まえて「要素Ⅱ 伝え合い」が主な

学習活動となったり、「要素Ⅰ 自己の思考」と「要素Ⅱ 伝え合い」を通して全体でまとめるとい

う授業展開になったりする場合もある。つまり、必ずしも全ての要素を１単位時間の中に重点的に位

置付けなければならないものではないということである。 

また、東京教師道場助言者や調査委員等の授業の参観を通して、授業のねらいの実現に向けて、自

分の考えをノートに書いてそれらを伝え合って共有する活動や、話合いの後にもう一度考えて自分の

考えを広げて深める活動など、「考える、伝え合う、再び考える」という学習過程が効果的に取り入

れられていることが分かった。このことから、「要素Ⅱ 伝え合い」と「要素Ⅲ 思考のまとめ」の

ためには「要素Ⅰ 自己の思考」が、「要素Ⅲ 思考のまとめ」のためには「要素Ⅱ 伝え合い」が

必要であるといった、単元全体を通して、三つの要素を指導計画に位置付けることが大切であること

を再確認することができた。 

さらに、「要素Ⅰ 自己の思考」「要素Ⅱ 伝え合い」「要素Ⅲ 思考のまとめ」において、いず

れも自分の考えを整理するためには、考えを書くことが有効であると考える。例えば、自分の考えを

分かりやすく説明するために、伝える相手を意識して発表原稿を作成するなど、書く活動を通して、

自分の考えが整理され、自分の考えをより明確にもつことができるのである。このことについては、

調査研究の結果からも明らかになっている（48～53ページ参照）。 

このように、「言語活動としての要素」の位置付け方や「自分の考えを書くこと」の重要性を踏ま

えた上で、教科の特性や指導内容等に応じて要素を重点化して位置付け、指導することにより、教科

等及び単元（題材）の目標や授業のねらいを実現することができる効果的な言語活動となる。 

(4) 「自分の言葉で表現する」とは 

先行文献を基に、本研究では、思考力・判断力・表現力等を育成するためには、自分の考えを言葉で

表すことが重要であると捉えた。その際、「自分の言葉で表現する」ことが言語活動の充実を図るため

に重要な視点であると改めて理解した。 

１年次の研究では、2009年に実施したＯＥＣＤ生徒の学習到達度調査（ＰＩＳＡ）の調査結果におけ

る読解力の結果に着目した。同調査では、「日本の子供は必要な情報を見付け出し取り出すことは得意

だが、それらの関係性を理解して解釈したり、自らの知識や経験と結び付けたりすることが、やや苦手

である」と報告している。このことから、取り出した情報を関連付けたり、自分の言葉で表現したりす
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　ヴィゴツキーは著書「思考と言語（新訳版）」（2010）の中で、「思想は言葉で表現されるのではなく、

言葉のなかで遂行される。」と述べている。これは、頭の中で試行錯誤を繰り返しながら言葉にしてい

く過程で、考えが構成されていくことを示している。
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指すこととした。 

・ 教科の目標を実現するための手だてとして言語活動を取り入れること 

・ 国語科で身に付けた技能を基本に、教科で育成される思考力・判断力・表現力等を育むことに重点

を置いて指導すること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

言語活動の充実を図るためには、教科の特性に応じて言語活動を意図的・計画的に取り入れ、言語活

動を支える基盤となる知識・技能の活用を促す指導の工夫を行う必要がある。そこで、これらを日々の

授業場面において実践するために、昨年度開発した「言語活動としての要素」及び「言語活動を支える

基盤」の分析を行い、より具体的に示す。さらに、教科の目標を実現するための言語活動の効果的な位

置付け方と指導の工夫を行う上でのポイントを、理論と実践の両面から追究し、９教科それぞれについ

て示すこととした。 

(2) 研究の視点 

○ 教科の目標を実現するための言語活動の効果的な位置付け方としての「言語活動としての要素」及

び「言語活動を支える基盤」の再分析  

文献研究や授業参観を基に、言語活動の捉えや基本的な位置付け方について整理し、具体的に示す。 

○ 教科の特性に応じた効果的な言語活動の位置付け方と、指導の工夫を行う上でのポイントを示した

「言語活動を効果的に位置付けるための活用シート」（以下「言語活動シート」という。）の開発 

文献研究や、調査委員による授業実践を通して、教科における言語活動の効果的な位置付け方と指 

導の工夫について明らかにし、小・中学校共通の「言語活動シート」を開発する。 

○ 指導事例の作成 

 調査委員等との連携により「言語活動シート」を活用した指導事例を作成する。 

第３ 研究の方法 

１ 基礎研究 

言語活動の充実に関する東京都の施策等の検討、他府県等における開発研究や実践例の分析を行った。

また、文献研究を通して、言語と思考の関係性について認知言語学の視点から理解を図った。 

 

 

〔目指す生徒像〕 

国語科で身に付けた技能を基に、習得した教科の知識・技能を活用し、よく考え、判断して、自分の言葉

で表現できる生徒 
〔２年次の研究のねらい〕 

教科の目標を実現するための言語活動を効果的に位置付けた指導の在り方を開発する。 

２年次は、中学校に焦点を当てて、教科の特性に応じた言語活動の効果的な位置付けと具体的な

指導の工夫を明らかにする。 
〔研究仮説〕 

教科の特性に応じた学習活動や他者と伝え合う活動を、言語活動として、意図的・計画的に単元

（題材）の指導計画や１単位時間に設定すれば、よく考え、判断して、自分の言葉で表現できる生

徒が育つであろう。 

－ 47 －



－ 48 －



－ 49 －



－ 50 －



－ 51 －



－ 52 －



－ 53 －



1 2

3 5 4

－ 54 －



－ 55 －



－ 56 －



－ 57 －



－ 58 －



－ 59 －



－ 60 －



－ 61 －



－ 62 －



－ 63 －



－ 64 －



－ 65 －



－ 66 －



－ 67 －



－ 68 －



－ 69 －



－ 70 －



－ 71 －



－ 72 －



－ 73 －



－ 74 －



－ 75 －



－ 76 －



－ 77 －



－ 78 －



－ 79 －



－ 80 －



－ 81 －



－ 82 －




